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米国時間 2011 年 5 月 2 日に発表されたプレスリリースの抄訳です。 

 

Guess?社がデータセンターから店舗までの全ネットワーク 
セキュリティソリューションにフォーティネットを採用 

 

フォーティネットの複合脅威セキュリティ アプライアンスで 

セキュアなコアおよび分散ネットワークを実現 

 

Unified Threat Management/統合脅威管理 (以下、UTM) 市場のリーディングベンダー、

Fortinet®(本社：米国カリフォルニア州サニーベール、日本法人：フォーティネットジャパ

ン株式会社、東京都港区、以下、フォーティネット)は本日、全世界で 800 店以上を展開し

ている売上高 20 億ドル規模の小売企業、Guess?社が Juniper 社、Cisco 社、SonicWall 社など

の競合製品を退けてフォーティネットのアプライアンスを採用したことを発表しました。

Guess?社は、フォーティネットのソリューションを通じてネットワーク全域にファイアウォ

ール、IPSec VPN、不正侵入検知/防御、Web コンテンツ フィルタリング、3G ネットワーク

によるフェイルオーバなどの機能を導入します。  

 

ネットワーク セキュリティ ソリューションの刷新を計画していた Guess?社は、フレキシ

ブルで広範なネットワーク プロテクションを実現でき、また PCI 標準に適合するソリュー

ションを求めていました。同社はベンダの選定にあたって信頼できるパートナー、Secured 

Retail Networks 社の協力を仰ぎ、店舗ネットワークのアップデート、データセンターのアッ

プデート、そして最後に本社のアップデートの 3 段階の導入を実施しました。  

 

Guess?社のネットワーク＆インフラ担当ディレクタを務める Scott Forrest 氏は次のように述

べています。「当社は以前導入していたベンダをリプレースできるネットワーク セキュリ

ティ ソリューションを探していたのですが、その選考過程の中、フォーティネットのスケ

ーラブルな多機能アプライアンスからそのコストをはるかにしのぐ効果が得られました。

フォーティネット ソリューションのおかげで、当社は北米内の全店舗を単一の管理プラッ

トフォームで管理できるとともに、きわめて多数の遠隔地における管理、設定、設置の負



担を緩和することが可能になりました。」  

 

フォーティネット ソリューションの導入における第一段階では、米国およびカナダの全

500 店舗で SonicWall 社のアプライアンスがリプレースされました。現在、FortiGate-60C、

FortiGate-200B、および FortiGate-310Bアプライアンスが店舗ネットワーク全域に設置され、

ファイアウォール、VPN、Web コンテンツ フィルタリング、3G ネットワーク経由による

ファイルオーバーなどの機能を各店舗に提供しています。  

 

フォーティネット導入の第二段階では、Guess?社のデータセンターにおける旧 Cisco ソリュ

ーションがリプレースされました。2 台の FortiGate-1240B がデータセンターに設置され、

ファイアウォール プロテクションと IPSec VPN コネクティビティを提供しています。また、

全店舗のネットワーク トラフィックを管理するために、FortiManager-3000C アプライアン

スがデータセンターに導入されています。  

 

第三段階では、FortiGate アプライアンスがロサンゼルスの Guess?本社に設置されました。2

台の FortiGate-310B アプライアンスがアクティブ/パッシブ モードで稼動し、企業ファイ

アウォール、VPN、Web コンテンツ フィルタリングの機能を提供しています。  

 

フォーティネットの Pete Brant エンタープライズ セールス担当バイスプレジデントは次の

ように述べています。「フォーティネットのスケーラブルなセキュリティ プラットフォー

ムにより、小売業者はセキュリティ アプライアンスを分散ネットワーク全域に容易に展開

するとともに、集中管理を行うことが可能になります。フォーティネット、および Secured 

Retail 社のような優れたパートナーとの協力の下、Guess?社のような小売業者はスケーラブ

ルでコスト効果に優れ、管理も容易なワールドクラスのソリューションを導入することが

できるのです。」  

 

 

フォーティネットについて (www.fortinet.com)  

フォーティネットは (NASDAQ: FTNT) ネットワーク セキュリティ アプライアンスのワ

ールドワイド プロバイダであり、統合脅威管理 (UTM) のマーケット リーダーでもありま

す。フォーティネットの製品とサブスクリプション サービスは、ダイナミックなセキュリ

ティ脅威に対抗する広範で高性能な統合プロテクション機能を提供しつつ、IT セキュリテ

ィ インフラの簡易化も実現します。フォーティネットの顧客には、米フォーチュン誌が選

出する 2009 Fortune Global 100 の大部分を含む世界中の大規模企業、サービスプロバイダ、

行政機関が名を連ねています。フォーティネットのフラグシップである FortiGate 製品は

ASIC による高速なパフォーマンスを誇り、アプリケーションやネットワークの脅威から保

http://www.fortinet.com/


護する多層セキュリティ機能が統合されています。フォーティネットの幅広い製品ライン

は UTM にとどまらず、エンドポイントからデータベースやアプリケーションなどの境界や

コアに至る大規模エンタープライズのセキュリティを保護します。フォーティネットは本

社をカリフォルニア州サニーベールに構え、世界中にオフィスを展開しています。  
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